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石油精製工場の水素製造装置で副生される水素・炭酸の混合ガスをＬＮＧ冷熱利用により高

純度水素と液化炭酸ガスに分離し、液化炭酸ガスは対岸の石油化学工場２社へ供給する。石油

化学工場では、液化炭酸ガスの冷熱をエチレンプラントで利用後、塩化ビニルモノマー製造等

の原料として使用する。 

本プロジェクトは、経済産業省の支援を受けて石油コンビナート高度統合運営技術研究組合

（ＲＩＮＧ）が実施する事業の一環として実施された、コンビナート内の全体最適化を追及す

る技術開発であり、これによりコンビナートにおける異種工場間の壁を越える生産プロセス連

動、エネルギー・原料融通が実現されている。 

ＬＮＧ冷熱および余剰炭酸ガス有効利用による省エネ・環境貢献は大であり、それをもたら

したエンジニアリング、すなわち、既存稼働中の３工場の異なる生産プロセスを、各工程にバ

ッファーを確保しつつ連動させ、複雑で高度なエンジニアリングシステムとして完成させたエ

ンジニアリング力を高く評価する。 
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